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打
だ

倒
とう

した（イラク戦争）。しかし，大量破壊兵器は発見されず，ア

ルカイダとフセイン政権の関係も証明されなかった。

　また，その後もイラク，アフガニスタンで戦争は泥
どろ

沼
ぬま

化し，多

くの人命が失われ，なかなか当初の目的をはたせない合衆国の威
い

信
しん

も相
そう

対
たい

的に低下していった。しかも，2007年から合衆国国内で

深刻な経済危機が発生し，世界金融危機につながった。

オバマ政権
こうしたいきづまりを打

だ

開
かい

する期待を担
にな

って，

民主党のオバマが2009年に大統領に就
しゅう

任
にん

した。

オバマは，「チェンジ」を合い言葉に，それ以前の政策からの脱
だっ

却
きゃく

をかかげて，「核
かく

なき世界」をめざすことを表明し，イラクから米

軍を撤
てっ

収
しゅう

して戦争終結を宣
せん

言
げん

した。また，TPP（環太平洋経済連携

協定）の実現をめざすなど経済のグローバル化を推進すると同時に，

国内では医療保険改革などに着手した。

　しかし，アフガニスタンでは戦争の終結をめざしたものの，中
ちゅう

東
とう

地域における紛争は深刻化した。また，グローバル化のなかで

生じた格
7

差の拡大の解消に十分にとりくむこともできなかった。

そして，共和党側から福祉拡大政策への抵抗も強まり，オバマ政

権への支持は低下していった。

トランプ政権と
深まる混

こん

迷
めい

2016年の大統領選挙では，「アメリカ第一」を

かかげ，TPP反対，外国人移
い

民
みん

流
りゅう

入
にゅう

の阻
そ

止
し

な

どを主張した共和党のトランプが当選した。しかし，トランプ政

権の強硬な姿勢は，国内に分断をもたらし，また，保護主義的な

政策に対する国際的な批判もまねくなど混迷を深めている。
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　1970 年代終わりごろから，多国籍企業の活動により，国境をこえた貿易，投
資や人の移動がよりさかんになっていたが，冷戦終結後，この傾向はいっそう
強まった。IT（情報技術）革命とあいまって，きわめて膨

ぼう

大
だい

な量の情報や金
きん

融
ゆう

商
品取り引きが，遠

えん

隔
かく

地
ち

間を瞬
しゅん

時
じ

にいきかうようになった。
　こうした動きに対応するために，1995 年，GATT体制を引きついで，世界
貿易の自由化を目標として世界貿易機関（WTO）が設立された。WTOは，もの
だけでなく，サービス貿易や知的財産についても扱う。この流れは各国に，貿
易の自由化，規制の撤

てっ

廃
ぱい

などをうながした。グローバル化の進行は，世界経済
の規

き

模
ぼ

を急速に拡大し，人々の生活を大きく変えていった。しかし，南北問題
や各国内の貧富の格差の拡大は深刻化した。また，二酸化炭素排

はい

出
しゅつ

量の増大な
どによる地球温

おん

暖
だん

化をはじめ，環境汚
お

染
せん

も危機的なものになった。さらに，各
地域での貧

ひん

困
こん

は，紛争やテロを生みだす背
はい

景
けい

ともなった。

グローバル化する経済とあらたな課題

Q5WTO閣
かく

僚
りょう

会議（2001 年，カ
タール）　この会議で中国のWTO
加盟が承

しょう

認
にん

された。

Q6イラク戦争反対のデモ（2003
年，ロンドン）　アメリカ合衆国な
どによるイラクへの武力行使に反
対するデモや抗議行動が，世界各
地に広がった。この運動の広がり
には，インターネットなどの普

ふ

及
きゅう

が背景にあるといわれている。

Q7 ウォール街占拠運動　2011
年 9月から約 2か月間，経済的な
不平等の拡大に抗議して，「わたし
たちは 99 パーセントだ」をスロ
ーガンに，市民がアメリカ金融の
中心地であるニューヨークのウォ
ール街一角を占拠した。
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　現在の世界には約 200 の国家があり，国
際連合加盟国でいえば193か国がある（2014
年現在）。これらの国家のうちの多くで標準と
されている国家モデルは，国民国家とよばれ
るものである。国民国家は，その領土内の住
人が，単

たん

一
いつ

の一体的な共同体としての「国民」
＝ネーションを成しており，この国民と等

ひと

し
いとされるような国家である。
　いっぽう，どのような地域においても，文
化や言語の面で多

た

様
よう

な人々がともに生活して
いるのが通常である。そのようななかで，国
民国家の原理を適

てき

用
よう

することが近現代に世界
各地でこころみられるようになると，さまざ
まな問題が引きおこされることになった。国
民国家の原理では，国境線でかこまれた領域
で，言語，文化などにおいて均

きん

質
しつ

な単一の国
民＝ネーションが存在していることが一つの
前
ぜん

提
てい

とされる。そのようになると，人々はそ
のネーションに適合しているか，あるいはそ
うでない者かにふりわけられ，後者は「少数民

族」とされてしまう。もともとそこには多様
な人々がいるのであるから，必然的に一部の
人は少数民族となってしまうのである。そし
て，そのネーションとは異質とされる少数者
は，劣

れつ

悪
あく

な処
しょ

遇
ぐう

を受けがちであり，排
はい

除
じょ

の対
象となってしまうことさえある。
　第一次世界大戦後にあったギリシアとトル
コのあいだでの戦争ののち，トルコ領在住の
ギリシア正教徒をギリシアへ，ギリシア領在
住のムスリムをトルコへ移住させるという住
民の交換がなされた。人種主義的なナショナ
リズムをかかげたナチス・ドイツは，ドイツ国
内のユダヤ人を「民族共同体」に属さない者と
みなして人種差別の対象とした（➡p.173,179）。ユー
ゴスラヴィアが解

かい

体
たい

した 1990 年代には，そ
れぞれの領域で，「民族浄化」とよばれる少数
民族の排除がおこなわれた（➡ p.207）。
　現代の世界では，こうしたできごとの反省
の上に立って，各国，各地域で排除や差別の
ない，多民族がたがいに共存する社会を構築
することが重要な課題となっている。

国民国家と民族問題

Q1アイヌ民族の古式舞
ぶ

踊
よう

「鶴
つる

の舞
まい

」（2008 年）　日本
社会もまた多民族社会である。

Q2スコットランド独立を支持する住民（2014 年）　
2014 年 9 月の住民投票によって独立は否決されたが，
国家の統

とう

合
ごう

をめぐってイギリスがかかえる問題が浮
う

き
彫
ぼ

りになった。

Q3 旧ユーゴスラヴィアの民族分布　このように
示されるのは，統計上の「民族」，「分布」であること
に注意したい。実際の人々のアイデンティティはさ
らに複雑であり，ほとんどの地域で，程度の差はあ
れさまざまな民族が混

こん

住
じゅう

している。なお，1971 年か
ら，ボスニア・ヘルツェゴヴィナのムスリムが，ム
スリム人としてみとめられた。
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Q■7電信用の海底ケーブ
ルの広がり（20 世紀初頭）
　20世紀初頭には海底電
信網

もう

が大洋でへだたれた
地域を結んだが，そうしたインフ
ラの建設は大国の利

り

害
がい

を優
ゆう

先
せん

さ
せたものであり，それと無関係の
地域はとりのこされることにも
なった。
T■8 モールスの電信機（1844
年）　モールスによる電信の発
明は，通信手段の劇的な変化を
みちびいた。

Q■0 ウォール街の株価暴落を報じるイギリスの日
にっ

刊
かん

紙
し

（1929 年 10 月 25 日）　金
きん

融
ゆう

取り引きは，資本
主義経済の発展とともに世界的な規模にまで拡大し
た。ある地域での株価の変動が，世界的な景気変動
を引きおこすという現象もおきるようになった。

Q■E 映画「キング・コング」のポスター（1933 年，アメ
リカ合衆国）　19 世紀末以来，映画は映像技術の発展と
ともに普及していったが，1920 年代末から音声・音

おん

響
きょう

が
加えられたことで大

たい

衆
しゅう

的な人気を得るようになった。

Q■Wラジオを聞きながらちゃぶ台をかこむ家族（1928 年，日本）
　1920 年代に世界に普及したラジオは，地域間の文化的格

かく

差
さ

を
縮
しゅく

小
しょう

し，また，複数の人間が同時に聴
ちょう

取
しゅ

できるという特性をもっ
ていた。娯楽番組が人気を博すいっぽうで，当初から国家による
情報統

とう

制
せい

など，政治利用が多く見られた。

W■9 アフガーニー　19 世紀
には娯

ご

楽
らく

情報から政治的見解
を掲

けい

載
さい

するものまで，多種・
多
た

様
よう

な雑誌が大量に流
る

布
ふ

した。
そうしたなか，特定の思想が，
離れた地域に住む人々を結び
つける役割をはたすこともあ
った。アフガーニー（1838 －
97）は，イラン出身で，イス
ラーム世界の結

けっ

集
しゅう

をとなえた
パン・イスラーム主義者。写
真はアフガーニーらがフラン
スで発刊した雑誌『固い絆

きずな

』の
表紙（1884 年）。
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ケープ植民地ケープ植民地ケープ植民地

　電信技師として働き始めた
彼は，その後，蓄

ちく

音
おん

機
き
（➡ p.2182）

や白
はく

熱
ねつ

灯
とう

の発明など，数々の
業績をのこした。箱のなかで
動くフィルムを一人でのぞく
方式の初期の映写機（キネト
スコープ）を発明したことで
も知られる。
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　現在の世界には約 200 の国家があり，国
際連合加盟国でいえば193か国がある（2014
年現在）。これらの国家のうちの多くで標準と
されている国家モデルは，国民国家とよばれ
るものである。国民国家は，その領土内の住
人が，単

たん

一
いつ

の一体的な共同体としての「国民」
＝ネーションを成しており，この国民と等

ひと

し
いとされるような国家である。
　いっぽう，どのような地域においても，文
化や言語の面で多

た

様
よう

な人々がともに生活して
いるのが通常である。そのようななかで，国
民国家の原理を適

てき

用
よう

することが近現代に世界
各地でこころみられるようになると，さまざ
まな問題が引きおこされることになった。国
民国家の原理では，国境線でかこまれた領域
で，言語，文化などにおいて均

きん

質
しつ

な単一の国
民＝ネーションが存在していることが一つの
前
ぜん

提
てい

とされる。そのようになると，人々はそ
のネーションに適合しているか，あるいはそ
うでない者かにふりわけられ，後者は「少数民

族」とされてしまう。もともとそこには多様
な人々がいるのであるから，必然的に一部の
人は少数民族となってしまうのである。そし
て，そのネーションとは異質とされる少数者
は，劣

れつ

悪
あく

な処
しょ

遇
ぐう

を受けがちであり，排
はい

除
じょ

の対
象となってしまうことさえある。
　第一次世界大戦後にあったギリシアとトル
コのあいだでの戦争ののち，トルコ領在住の
ギリシア正教徒をギリシアへ，ギリシア領在
住のムスリムをトルコへ移住させるという住
民の交換がなされた。人種主義的なナショナ
リズムをかかげたナチス・ドイツは，ドイツ国
内のユダヤ人を「民族共同体」に属さない者と
みなして人種差別の対象とした（➡p.173,179）。ユー
ゴスラヴィアが解

かい

体
たい

した 1990 年代には，そ
れぞれの領域で，「民族浄化」とよばれる少数
民族の排除がおこなわれた（➡ p.207）。
　現代の世界では，こうしたできごとの反省
の上に立って，各国，各地域で排除や差別の
ない，多民族がたがいに共存する社会を構築
することが重要な課題となっている。

国民国家と民族問題

Q1アイヌ民族の伝統的な舞
ぶ

踊
よう

「サロルン　リムセ（鶴
つる

の踊
おど

り）」　日本社会もまた多民族社会である。

Q2スコットランド独立を支持する住民（2014 年）　
2014 年 9 月の住民投票によって独立は否決されたが，
国家の統

とう

合
ごう

をめぐってイギリスがかかえる問題が浮
う

き
彫
ぼ

りになった。

Q3 旧ユーゴスラヴィアの民族分布　このように
示されるのは，統計上の「民族」，「分布」であること
に注意したい。実際の人々のアイデンティティはさ
らに複雑であり，ほとんどの地域で，程度の差はあ
れさまざまな民族が混

こん

住
じゅう

している。なお，1971 年か
ら，ボスニア・ヘルツェゴヴィナのムスリムが，ム
スリム人としてみとめられた。
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Q■7電信用の海底ケーブ
ルの広がり（20 世紀初頭）
　20世紀初頭には海底電
信網

もう

が大洋でへだたれた
地域を結んだが，そうしたインフ
ラの建設は大国の利

り

害
がい

を優
ゆう

先
せん

さ
せたものであり，それと無関係の
地域はとりのこされることにも
なった。
T■8 モールスの電信機（1844
年）　モールスによる電信の発
明は，通信手段の劇的な変化を
みちびいた。

Q■0 ウォール街の株価暴落を報じるイギリスの日
にっ

刊
かん

紙
し

（1929 年 10 月 25 日）　金
きん

融
ゆう

取り引きは，資本
主義経済の発展とともに世界的な規模にまで拡大し
た。ある地域での株価の変動が，世界的な景気変動
を引きおこすという現象もおきるようになった。

Q■E映画「キング・コング」のポスター（1933 年，アメ
リカ合衆国）　19 世紀末以来，映画は映像技術の発展と
ともに普及していったが，1920 年代末から音声・音

おん

響
きょう

が
加えられたことで大

たい

衆
しゅう

的な人気を得るようになった。

Q■Wラジオを聞きながらちゃぶ台をかこむ家族（1928 年，日本）
　1920 年代に世界に普及したラジオは，地域間の文化的格

かく

差
さ

を
縮
しゅく

小
しょう

し，また，複数の人間が同時に聴
ちょう

取
しゅ

できるという特性をもっ
ていた。娯楽番組が人気を博すいっぽうで，当初から国家による
情報統

とう

制
せい

など，政治利用が多く見られた。

W■9 アフガーニー　19 世紀
には娯

ご

楽
らく

情報から政治的見解
を掲

けい

載
さい

するものまで，多種・
多
た

様
よう

な雑誌が大量に流
る

布
ふ

した。
そうしたなか，特定の思想が，
離れた地域に住む人々を結び
つける役割をはたすこともあ
った。アフガーニー（1838 －
97）は，イラン出身で，イス
ラーム世界の結

けっ

集
しゅう

をとなえた
パン・イスラーム主義者。写
真はアフガーニーらがフラン
スで発刊した雑誌『固い絆

きずな

』の
表紙（1884 年）。
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　電信技師として働き始めた
彼は，その後，蓄

ちく

音
おん

機
き
（➡ p.2182）

や白
はく

熱
ねつ

灯
とう

の発明など，数々の
業績をのこした。箱のなかで
動くフィルムを一人でのぞく
方式の初期の映写機（キネス
トコープ）を発明したことで
も知られる。

エディソン［1847 － 1931］

Q
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打
だ

倒
とう

した（イラク戦争）。しかし，大量破壊兵器は発見されず，ア

ルカイダとフセイン政権の関係も証明されなかった。

　また，その後もイラク，アフガニスタンで戦争は泥
どろ

沼
ぬま

化し，多

くの人命が失われ，なかなか当初の目的をはたせない合衆国の威
い

信
しん

も相
そう

対
たい

的に低下していった。しかも，2007年から合衆国国内で

深刻な経済危機が発生し，世界金融危機につながった。

オバマ政権
こうしたいきづまりを打

だ

開
かい

する期待を担
にな

って，

民主党のオバマが2009年に大統領に就
しゅう

任
にん

した。

オバマは，「チェンジ」を合い言葉に，それ以前の政策からの脱
だっ

却
きゃく

をかかげて，「核
かく

なき世界」をめざすことを表明し，イラクから米

軍を撤
てっ

収
しゅう

して戦争終結を宣
せん

言
げん

した。また，TPP（環太平洋経済連携

協定）の実現をめざすなど経済のグローバル化を推進すると同時に，

国内では医療保険改革などに着手した。

　しかし，アフガニスタンでは戦争の終結をめざしたものの，中
ちゅう

東
とう

地域における紛争は深刻化した。また，グローバル化のなかで

生じた格
7

差の拡大の解消に十分にとりくむこともできなかった。

そして，共和党側から福祉拡大政策への抵抗も強まり，オバマ政

権への支持は低下していった。

トランプ政権と
深まる混

こん

迷
めい

2016年の大統領選挙では，「アメリカ第一」を

かかげ，TPP反対，外国人移
い

民
みん

流
りゅう

入
にゅう

の阻
そ

止
し

な

どを主張した共和党のトランプが当選した。しかし，トランプ政

権の強硬な姿勢は，国内に分断をもたらし，また，保護主義的な

政策に対する国際的な批判もまねくなど混迷を深めている。
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　1970 年代終わりごろから，多国籍企業の活動により，国境をこえた貿易，投
資や人の移動がよりさかんになっていたが，冷戦終結後，この傾向はいっそう
強まった。IT（情報技術）革命とあいまって，きわめて膨

ぼう

大
だい

な量の情報や金
きん

融
ゆう

商
品取り引きが，遠

えん

隔
かく

地
ち

間を瞬
しゅん

時
じ

にいきかうようになった。
　こうした動きに対応するために，1995 年，GATT体制を引きついで，世界
貿易の自由化を目標として世界貿易機関（WTO）が設立された。WTOは，もの
だけでなく，サービス貿易や知的財産についても扱う。この流れは各国に，貿
易の自由化，規制の撤

てっ

廃
ぱい

などをうながした。グローバル化の進行は，世界経済
の規

き

模
ぼ

を急速に拡大し，人々の生活を大きく変えていった。しかし，南北問題
や各国内の貧富の格差の拡大は深刻化した。また，二酸化炭素排

はい

出
しゅつ

量の増大な
どによる地球温

おん

暖
だん

化をはじめ，環境汚
お

染
せん

も危機的なものになった。さらに，各
地域での貧

ひん

困
こん

は，紛争やテロを生みだす背
はい

景
けい

ともなった。

グローバル化する経済とあらたな課題

Q5WTO閣
かく

僚
りょう

会議（2001 年，カ
タール）　この会議で中国のWTO
加盟が承

しょう

認
にん

された。

Q6イラク戦争反対のデモ（2003
年，ロンドン）　アメリカ合衆国な
どによるイラクへの武力行使に反
対するデモや抗議行動が，世界各
地に広がった。この運動の広がり
には，インターネットなどの普

ふ

及
きゅう

が背景にあるといわれている。

Q7 ウォール街占拠運動　2011
年 9月から約 2か月間，経済的な
不平等の拡大に抗議して，「わたし
たちは 99 パーセントだ」をスロ
ーガンに，市民がアメリカ金融の
中心地であるニューヨークのウォ
ール街一角を占拠した。
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方では，関東軍の撤
てっ

退
たい

やソ連軍の侵
しん

攻
こう

などにより，多くの日本人

がとりのこされた。また，当地で抗日戦を戦っていた金
キムイルソン（きんにっせい）

日成と，

亡
ぼう

命
めい

先のアメリカ合衆国で独立運動を進めていた李
イスンマン（りしょうばん）

承晩が，北緯

38度線で北と南に分割占領されていた朝鮮半島において影響力を

強めていった。戦時中に日本に占領されていた香
ホン

港
コン

は，引きつづ

きイギリス領となった。

アジア各地の
民族独立の波

東アジアをふくめたアジア各地では，戦後に

民族の独立をめざす動きが強まった。しかし，

連合国の戦後処理方針ではこれらの独立を想定しておらず，特に

東南アジアの各地では旧
きゅう

来
らい

の宗
そう

主
しゅ

国
こく

の復帰が見られた。

　戦時中に日本の占領下にあったべトナムでは，1945年9月にべト

ナム民主共和国の樹
じゅ

立
りつ

が宣言された。しかし，南部にフランス軍

が進
しん

駐
ちゅう

するとべトナム軍との衝
しょう

突
とつ

がおこり，これが1946年末から

全面的なインドシナ戦争へと発展した。インドネシアでは，第二

次世界大戦中に日本軍に協力していたス
5

カルノらを中心に，1945

年8月に独立が宣言され，オランダとの戦争をへて，1949年に独立

が達成された。また，フィリピンは，アメリカ合衆国から戦前に

約束されていた独立を1946年に達成した。

　イギリスの植民地イ
6

ンドでは，ヒンドゥー教徒やシク教徒らの

地域と，イスラーム教徒が多く住む地域がわかれて，1947年にイ

ンドとパキスタンとして分
ぶん

離
り

独立した。また，ビルマ（現ミャンマ

ー）とセイロン（現スリランカ）も1948年にあいついで独立した。
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Q4第二次世界大戦後のアジア

国際軍事裁判

　戦後，連合国によって史上は
じめて「平和に対する罪」や「人
道に対する罪」を訴

そ

追
つい

対象に加
えて戦争犯罪が追及された。ニ
ュルンベルクではナチスの指導
者らが戦犯として裁

さば

かれた。東
京の極

きょく

東
とう

国際軍事裁判では日本
の政府や軍の指導者らが「平和
に対する罪」を犯したA級戦犯
として裁かれた。また，捕

ほ

虜
りょ

虐
ぎゃく

待
たい

などの戦争犯罪を主とするBC
級裁判が個別の法廷でおこなわ
れた。しかし裁判では勝者の側
の責任が一

いっ

切
さい

問われなかったこ
となど，多くの問題をのこした。

　インドネシアの初代大統領
となり，1955 年のアジア・
アフリカ会議（➡ p.195）を主

しゅ

催
さい

す
るなど，独自の外交政策を展
開した。

スカルノ

5

　国民会議派の民族独立運動
に参加し，インド独立後は初
代首相に就

しゅう

任
にん

した。非同盟諸
国のなかで指導的な役割をは
たした（➡ p.195）。写真右はガン
ディー。

ネルー（1889－1964）

6
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きイギリス領となった。

アジア各地の
民族独立の波

東アジアをふくめたアジア各地では，戦後に

民族の独立をめざす動きが強まった。しかし，

連合国の戦後処理方針ではこれらの独立を想定しておらず，特に

東南アジアの各地では旧
きゅう

来
らい

の宗
そう

主
しゅ

国
こく

の復帰が見られた。

　戦時中に日本の占領下にあったべトナムでは，1945年9月にべト

ナム民主共和国の樹
じゅ

立
りつ

が宣言された。しかし，南部にフランス軍

が進
しん

駐
ちゅう

するとべトナム軍との衝
しょう

突
とつ

がおこり，これが1946年末から

全面的なインドシナ戦争へと発展した。インドネシアでは，第二

次世界大戦中に日本軍に協力していたス
5

カルノらを中心に，1945

年8月に独立が宣言され，オランダとの戦争をへて，1949年に独立

が達成された。また，フィリピンは，アメリカ合衆国から戦前に

約束されていた独立を1946年に達成した。

　イギリスの植民地イ
6

ンドでは，ヒンドゥー教徒やシク教徒らの

地域と，イスラーム教徒が多く住む地域がわかれて，1947年にイ

ンドとパキスタンとして分
ぶん

離
り

独立した。また，ビルマ（現ミャンマ

ー）とセイロン（現スリランカ）も1948年にあいついで独立した。
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Q4第二次世界大戦後のアジア

国際軍事裁判

　戦後，連合国によって史上は
じめて「平和に対する罪」や「人
道に対する罪」を訴

そ

追
つい

対象に加
えて戦争犯罪が追及された。ニ
ュルンベルクではナチスの指導
者らが戦犯として裁

さば

かれた。東
京の極

きょく

東
とう

国際軍事裁判では日本
の政府や軍の指導者らが「平和
に対する罪」を犯したA級戦犯
として裁かれた。また，捕

ほ

虜
りょ

虐
ぎゃく

待
たい

などの戦争犯罪を主とするBC
級裁判が個別の法廷でおこなわ
れた。しかし裁判では勝者の側
の責任が一

いっ

切
さい

問われなかったこ
となど，多くの問題をのこした。

　インドネシアの初代大統領
となり，1955 年のアジア・
アフリカ会議（➡ p.195）を主

しゅ

催
さい

す
るなど，独自の外交政策を展
開した。

スカルノ

5

　国民会議派の民族独立運動
に参加し，インド独立後は初
代首相に就

しゅう

任
にん

した。非同盟諸
国のなかで指導的な役割をは
たした（➡ p.195）。写真右はガン
ディー。

ネルー（1889－1964）
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まざまな不満に訴えていった。

　1932年，総選挙でナチスは第一党に躍
やく

進
しん

し，翌33年1月にヒト

ラーは首相の座についた。政権を得たナチスは，3月，立法権をも

政府がにぎる全権委任法を成立させ，他の政党や労働組合を解散

させて一党独裁体制をきずいた。翌年，ヒトラーは総
そう

統
とう

として大

統領と首相を一身にかねた。

ナチス体制
ナチスは，戦後の政治，経済の動

どう

揺
よう

のなかで

不安をつのらせる中間層の危機感をとらえた。

そのいっぽう，社会の変化にさらされながらも，高度化する産業

社会の成果を十分には受けられない下層の人々や，都市の生活を

ささえる農民層の不満をもとらえた。そして強力な国家の指導体

制のもと自動車道路の建設や軍
ぐん

需
じゅ

生産を進め，ラジオや映画など

の新しい娯
ご

楽
らく

文化の普
ふ

及
きゅう

により，大衆的な消費生活を拡大させた。

　しかしそれはさまざまな上からの統
とう

制
せい

をともない，労働者，農民，

青
5

年，女性をそれぞれの団体に組織するなどして，人々を国家目

的に動員していく体制でもあった。それは同時に，反対派を抑
よく

圧
あつ

し，

ユダヤ人をはじめ，ナチスが人種的，社会的に劣
れっ

等
とう

，異質とみな

した存在を排
はい

除
じょ

していくものであった。

ゆらぐ国際連盟
1933年，ナチスのもとでドイツは，軍備平等

権を主張して国際連盟から脱退し，1935年に

は再軍備を宣
せん

言
げん

して徴
ちょう

兵
へい

制
せい

を復活させた。そして翌年，ヴェルサ

イユ条約によって非武装地帯とされていたラ
7

インラントに軍を進
しん

駐
ちゅう

させた。このとき，日本はすでに1933年，ドイツに先立って国

際連盟に脱退を通告していた。世界は曲がり角に立っていた。
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国際協調，軍縮の動き
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Q5ヒトラー・ユーゲント（1935 年）　ナチスの教育政策の象
しょう

徴
ちょう

で
あったのがヒトラー・ユーゲントであり，そこでは軍事教練やナチ
ス的思想の教化がなされた。同時に，ハイキングやスポーツ，演
劇などの娯

ご

楽
らく

的要
よう

素
そ

もとりこまれていた。

Q6ベルリン・オリンピック（1936 年）　第 11 回オ
リンピック大会は，ナチス・ドイツの威

い

信
しん

を世界に示
そうと，国家をあげてとりくまれた。

日本の国際連盟脱退

　国際連盟臨
りん

時
じ

総会は，1933
年 2月 24 日，満

まん

洲
しゅう

での日本の
行動を調査したリットン報告書
にもとづいて対日勧告案を採

さい

択
たく

した。これに対し，日本は 3月
に国際連盟に脱退を通告した。

Q7 ラインラント進
しん

駐
ちゅう

（1936 年）
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　冷戦終
しゅう

結
けつ

後の世界では，あらたな地域秩
ちつ

序
じょ

の模
も

索
さく

が進んだ。特定の経済地域を形
けい

成
せい

して経済成
長をはかろうとする動きだけではなく，紛争を予防し地域の安定を維持するために政治的協力を
強化する動きもおこっている。

地
域
統
合
の
模
索

ヨーロッパ統
とう

合
ごう 経済共同体として発展してきたECは，1986

年の単
たん

一
いつ

欧州議
ぎ

定
てい

書
しょ

の調印によって政治的統

合への一歩をふみだした。1992年には，通貨統合，共通の外交安

全保障政策，内政と司法での協力などを目標とするマーストリヒ

ト条約が締
てい

結
けつ

され，1993年にEU（ヨーロッパ連合）が発足した。

その後，北欧諸国や中東欧の旧
きゅう

社会主義諸国があらたに参加して

いる。経済面では，単一市場としてのEUは，アメリカ合衆国に匹
ひっ

敵
てき

する経済圏と考えられるようになった。1999年には共通通貨ユ

ーロが導入され，通貨の統合も進んだ。また，欧州市民権という

考え方が導入され，加盟国の国民に対して，EU域内における自由

な移動と一定の政治参加の権利が保障されるようになった。環境

政策，気候変動への対応といった課題についても共通の目標が定

められ，国際政治に影響を与えるようになった。

　こうして，多
た

様
よう

性のなかの統合という理念をかかげたこころみ

がつづいた。いっぽうで2000年代以降になると，統合のさらなる

進展をめざした欧州憲法条約の批
ひ

准
じゅん

がいきづまり，経済危機のな

かでユーロの存続が一時あやぶまれる事態もおきた。EU諸国は，

加盟国間の経済格
かく

差
さ

，各国内に居
きょ

住
じゅう

する移
い

民
みん

との文
2

化的摩
ま

擦
さつ

，中
ちゅう

東
とう

，アフリカなどからの難
なん

民
みん

の急増などの課題をかかえ，加盟国

の一部にEUからの離
り

脱
だつ

をめざす動きも生じている。
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European Union

2
節

ヨーロッパ統合の歩み（2）（➡p.188）

マーストリヒト条約
欧州連合（EU）発足 

（EC12か国）
EEA（EUとEFTAの 共 同
市場）発足
EUに，オーストリア，フィン
ランド，スウェーデン加盟
共通通貨ユーロ導入
ユーロ通貨の一般使用開始
EUに，東欧諸国など10か
国が加盟
EUに，ブルガリア，ル ー
マニアが加盟
リスボン条約
EUに，クロアティアが加
盟（28か国）
英，国民投票でEU離脱が
賛成多数（20年離脱）

1992
93

94

95

99
2002
04

07

09
13

16

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

とう ごう

り だつ

ヨーロッパ連合
（EU）

ヨーロッパ連合
（EU）

アフリカ連合
（AU）

アフリカ連合
（AU）

東南アジア諸国連合
（ASEAN）

タイ，マレーシア，フィリピ
ン，インドネシア，シンガポ
ール，ブルネイ，ベトナム，
ラオス，ミャンマー，カンボ
ジア

アジア太平洋経済協力会議
（APEC）

日本，アメリカ，カナダ，オー
ストラリア，ニュージーランド，
韓国，シンガポール， マレーシ
ア，インドネシア，フィリピン，
タイ，ブルネイ，中国，台湾，
香港，メキシコ，チリ，パプア
ニューギニア， ロシア，ペルー，
ベトナム

ラテンアメリカ統合連合
（ALADI）

アルゼンチン，メキシコ， 
ブラジルなど13か国

北米自由貿易協定
（NAFTA）＊

アメリカ，カナダ, 
メキシコ

＊NAFTAにかわって
　2020年7月に米国・
　メキシコ・カナダ協定
　（USMCA）が発効した。

＊NAFTAにかわって
　2020年7月に米国・
　メキシコ・カナダ協定
　（USMCA）が発効した。

Q1世界の地域統合への動き

　世界の各地域における
地域統

とう

合
ごう

の方向について
考えてみよう。

EUの主要機関

　欧州理事会はブリュッセ
ル（ベルギー），欧州議会は
ストラスブール（フランス），
司法裁判所はルクセンブル
ク（ルクセンブルク）におか
れている。
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1930

1940

1950

1960

1930

1921 1921

1940

1950

1960

1970 1970

1980 1980

1990 1990

2000 2000

2010 2010

2020 2020

22 ムッソリーニのローマ進軍
23 ルール占領（～25）
25 ロカルノ条約

29 ラテラノ条約

32 オタワ会議
33 ドイツ，ヒトラーが首相
となる

36 スペイン内戦（～39）
38 ミュンヘン会談
　　　39  独ソ不可侵条約，第二次世界大戦（～ 45）
40  日独伊，三国軍事同盟

　　　　　　　　　41　独ソ戦開始
44 連合軍，ノルマンディー上陸作戦

58 EEC発足
60　EFTA発足

66 フランス，NATO軍から離脱
67 EC発足

　　　　　　73  東西ドイツ，国連加盟

90 ドイツ統一

93 マーストリヒト条約発効，
　　EU成立

99 EU，ユーロ導入

              13　EU拡大（加盟国28か国に）

16 イギリス，国民投票でEU
　離脱が賛成多数

20 イギリス，EU離脱

21 新経済政策（ネップ）
22 ソヴィエト社会主義共和
国連邦成立

24 レーニン死去

28 第１次５か年計画

34 ソ連，国際連盟加盟
35 コミンテルン第７回大会
（人民戦線戦術採用）

40 ソ連，バルト三国併合

41 日ソ中立条約

45 ソ連，対日参戦

47 コミンフォルム結成（～56）

49 コメコン成立（～ 91）

55 ワルシャワ条約機構（～91）
56 スターリン批判
 ポーランド，ハンガリー
で反ソ暴動

61 ベルリンの壁建設
 　　　　　　61  非同盟諸国首脳会議
62 中ソ対立表面化

68 「プラハの春」

79 ソ連，アフガニスタン侵攻
80 ポーランド，「連帯」成立

86 ソ連，チェルノブイリ事故
 ペレストロイカ始まる
89 東欧の体制転換

91 ワルシャワ条約機構解散
 ソ連解体
95 ボスニア紛争停戦

99 コソヴォ紛争停戦

08 ロシア，グルジアに侵攻

14 ロシア，クリミア半島（ウ
クライナ）の編入を宣言

30 ガンディー，「塩の行進」
　 を開始

34 ネルー，国民会議派の指
　 導者となる
35 新インド統治法公布

47 インド連邦，パキスタン
独立，第１次インド・パ
キスタン（印パ）戦争

54 インド・中国間で平和
五原則確認

　　　　　　　　61  非同盟諸国首脳会議
62 中国・インド国境紛争

65　第2次印パ戦争

71 バングラデシュ，独立
宣言

 第３次印パ戦争

90
ごろ 
インド，経済改革進む

98 インド，パキスタン両国
が核実験

　　　　04  スマトラ沖大地震（インド洋大津波）

30 ホー・チ・ミン，インドシ
　 ナ共産党結成

40 日本軍，仏領インドシナ
　 進駐

　　　　　　　　41  太平洋戦争（～45）

　　　　　　　　45  太平洋戦争終了
45 インドネシア，独立宣言
46 インドシナ戦争（～54）
　　フィリピン独立
48　ビルマ独立

54 SEATO発足
　　ジュネーヴ休戦協定
55 アジア・アフリカ会議
　　（バンドン会議）
60　ベトナム戦争（～ 75）

65 アメリカ，べトナムへの
軍事介入本格化

 インドネシア，九・三〇
事件

67　ASEAN発足

73 べトナム和平協定調印
75 べトナム戦争終わる
76 べトナム社会主義共和国
成立

78 べトナム軍，カンボジア
侵攻

　　　　　79  中国，べトナムに侵攻（中越戦争）

86　ベトナム，ドイモイ始まる
89　ベトナム軍，カンボジア
から撤兵

97　アジア通貨危機

02　東ティモール独立

16 ミャンマーで非軍事政権
　発足

21 中国共産党結成
24 第１次国共合作（～ 27）
25　五・三○事件
26 北伐開始（～28）
27 上海クーデタ
28  北伐終了

　　　　　　　　31  満洲事変
　　　　　　　　32  日本，満洲国を樹立
34 中国共産党，長征開始
36 西安事件
　　　　　　　　37  日中戦争始まる，南京虐殺事件
37 第２次国共合作

48 大韓民国，朝鮮民主主
義人民共和国成立

49 中華人民共和国成立
50 朝鮮戦争（～53）

53 中国，第１次５か年計画

58　第２次５か年計画（大躍
進運動）

　 人民公社の開始（～85）
60 中ソ論争

64 中国，原爆初実験
　　　　　　　　65  日韓基本条約調印
66 中国，文化大革命始まる
（～76）

71 中国，国連の代表権獲得
　　　　　　　72  日中共同宣言，日中国交正常化

　　　　　　　　78  日中平和友好条約調印
78　中国，「四つの現代化」始
まる

88 ソウル・オリンピック
89 天安門事件

91　韓国，北朝鮮が国連に同
時加盟

97 香港，中国に返還
99　マカオ，中国に返還
00 朝鮮半島南北首脳会談

06 北朝鮮，核実験実施
08 北京オリンピック

18 朝鮮半島南北首脳会談
米朝首脳会談

25 治安維持法，普通選挙法

40　日独伊，三国軍事同盟

41 日ソ中立条約

45 広島，長崎が原爆投下さ
れる

　　連合国に降伏
46 日本国憲法公布

51 サンフランシスコ平和条約

56 日ソ共同宣言
 国際連合加盟

64 東京オリンピック

72 沖縄復帰

73 第１次石油危機

89 消費税実施

91 海上自衛隊，ペルシア湾
派遣

95 阪神・淡路大震災
 地下鉄サリン事件

03 自衛隊，イラク派遣
　　（～09）
09 民主党中心の政権発足
（～12）

11 東日本大震災，福島第
一原子力発電所事故

14 「集団的自衛権」の行使
容認を閣議決定

15 安全保障関連法成立

22 オスマン帝国滅亡
23 ローザンヌ条約調印
　　トルコ共和国成立
25 イラン，パフレヴィー朝
成立

32 サウジアラビア王国成立
 イラク王国独立

36 イギリス，スエズ運河地
帯をのぞく撤兵に同意

45 アラブ連盟結成

48 イスラエル成立
 第１次中東戦争（～49）

51 イラン，石油国有化
52 エジプト革命
56 第２次中東戦争（～57）
57 ガーナ独立
60 「アフリカの年」（17か国
独立），コンゴ動乱

62 アルジェリア独立
63 OAU結成
67 第３次中東戦争

73 第４次中東戦争

79 エジプト・イスラエル平
和条約調印

 イラン・イスラーム革命
80 イラン・イラク戦争（～88）

90 イラク，クウェートに侵攻

91 湾岸戦争
 南ア，アパルトヘイト体
制終結

93 イスラエル，PLO，相互
承認，暫定自治協定調印

01 アメリカなど，対アフガ
ニスタン軍事行動

02 AU成立
03 イラク戦争

11  エジプト，ムバラク政権
崩壊

　南スーダン独立

21 ワシントン会議（～22）
24 移民法（排日移民法）成
立

　　　　　　　 　　 28  不戦条約
29 世界恐慌

33 F・ローズヴェルト大統領
が就任，ニュー・ディール
政策

35 ワグナー法

　　　　　　　　　41　大西洋憲章
41 太平洋戦争（～45）

　　45 ヤルタ会談，ポツダム宣言，第二次世界大戦終了，国際連合成立
　　47 トルーマン・ドクトリン，マーシャル・プラン
48　OAS成立
　　　　　　　　　49  NATO結成 

51 ANZUS発足

　　　　　　　 54　ジュネーヴ会議
　　　　　　　 55　ジュネーヴ４巨頭会議

59 キューバ革命

62 キューバ危機
　　　　　　  63  米・英・ソ3国部分的核実験停止条約
64 公民権法成立

69 人類初の月面着陸成功
　 ベトナム反戦運動高まる

70 チリ，アジェンデ社会
主義政権発足（～ 73）

71 アメリカ，ドル防衛策発
表

　　　　　　　　75  第１回先進国首脳会議（サミット）

79 米中国交樹立

87 米ソ，中距離核戦力
　（INF）全廃条約
89 米ソ首脳マルタ会談

94 NAFTA発効

　　　　　　　　96  包括的核実験禁止条約（CTBT），国連で採択

01 9.11事件
08 世界金融危機
09 アメリカ，オバマ大統領
が就任

15 アメリカ，キューバ国交
回復

18 米朝首脳会談
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アメリカ・オセアニア 西ヨーロッパ 東ヨーロッパ・ロシア 西アジア・アフリカ 南アジア・中央アジア 東南アジア 東アジア・北アジア 日本

2000ごろ アメリカ大陸で農耕
開始

ポリネシア人，ハワイに移住

9世紀  マオリ人，クック諸
島などからニュー
ジーランドへ渡来

15世紀　アステカ文明，イン
カ文明栄える

 1492　コロンブス，アメリ
カ大陸に到達

 1521   コルテス，メキシコ
征服

 1533  ピサロ，ペルー征服

 1607  ヴァージニア植民地
建設

 1626   オランダ人，ニューア
ムステルダム植民地
建設

1664　イギリス，ニューア
ムステルダム植民地
獲得（ニューヨーク
に改称）

 1732　13植民地成立

6世紀　ローマで共和政開始

　264  ポエニ戦争（～前146）
     27　ローマ帝政開始 

　　4世紀　キリスト教公認・国教化，ゲルマン人大移動開始
　　　　　　　395  ローマ帝国，東西に分裂
   476　西ローマ帝国滅亡 

　6世紀　東ローマ帝国（ビザンツ帝国）の領土最大になる

　800　カール大帝，ローマ
　　　皇帝の冠を授かる
9世紀　ノルマン人，移動開始
 
　　　　　　1054　東西キリスト教会，分裂 
1066　ノルマン朝成立（英）
1077　カノッサの屈辱
1096　第１回十字軍

1309　教皇のバビロン捕囚
　　　（～ 77）

1339　英仏百年戦争（～ 1453）

1455　ばら戦争（～ 85）
1479　スペイン王国成立

 1517　ルター，95か条の論
題を発表

 1519　マゼラン一行が世界
周航（～ 22）

 1524　ドイツ農民戦争（～ 25）
 1541　カルヴァンの宗教改革
 1545　トリエント公会議（～ 63）

 1555　アウクスブルクの宗
教和議

 1581　オランダ，独立宣言
 1600　イギリス東インド会

社設立

 1618　三十年戦争（～ 48）
 1642　ピューリタン革命
　　　（～ 49）

 1648　ウェストファリア条約

 1651　航海法
 1652　英蘭戦争（～ 74）
 1661　フランス，ルイ14世親

政開始
 1688　名誉革命（～ 89）

 1721　イギリス，責任内閣制
の始まり

8世紀　ギリシアでポリス成立

　　　　　　500　ペルシア戦争（～前449）
　　　　334　アレクサンドロス，東方遠征開始

9世紀　キエフ公国成立

13世紀　モンゴル軍，ヨーロッ
パに侵攻

  1453　オスマン帝国，コンス
タンティノープル占領，
ビザンツ帝国滅亡

15世紀　モスクワ大公国，モ
ンゴルから独立

  1533　イヴァン4世即位
　　　（ロシアの皇帝権力強化）

  1582　イェルマーク，シベリ
ア進出

  1613　ロシア，ロマノフ朝
成立

1689　ネルチンスク条約
  1700　北方戦争（～ 21）

  1703　ロシア，ペテルブルク
建設

2400ごろ インダス文明成立
1500ごろ　アーリヤ人，パン

ジャーブ地方に侵入

5世紀 仏教成立

317ごろ マウリヤ朝成立

1世紀ごろ クシャーナ朝成立

4世紀  グプタ朝成立

7世紀  ヴァルダナ朝成立

12世紀　ゴール朝成立

13世紀　デリー・スルタン朝
　　　始まる

 1370 ティムール朝成立

 1498 ヴァスコ・ダ・ガマ，
カリカットに到達

16世紀
はじめ　

シク教始まる

 1510 ポルトガル，ゴア占領
 1526 ムガル帝国成立

 1556 アクバル帝即位

1623ごろ タージ・マハル着工
1633　イギリス，ベンガル

地方に植民開始

1658　オランダ，スリランカ占領
　　　ムガル帝国，アウラ

ングゼーブ帝即位
 1674　インド，マラ―タ王国
　　　成立

 1710　シク教徒の反乱

1世紀 扶南建国
2世紀 チャンパー（林邑）建国

6世紀 真臘建国
7世紀  シュリーヴィジャヤが

繁栄
8世紀　シャイレンドラ朝成立

11世紀 パガン朝成立

1293 マジャパヒト王国成立

 1351  アユタヤ朝成立
14世紀末 マラッカ王国成立

  1511 ポルトガル，マラッカ
占領

 1521 マゼラン，フィリピン
に到達

 1571 スペイン，マニラ建設
 1595 オランダ人，ジャワ 

に到来

1619　オランダ，バタヴィア
建設

1623　アンボイナ事件

5000ごろ 黄河，長江流域で農
          耕開始

15世紀ごろ 殷成立
11世紀ごろ 周成立

   770 春秋時代（～前403）
   403 戦国時代（～前221）
   221 秦，中国を統一
3世紀末 匈奴，勢力拡大
   202 漢（前漢）建国

     25 後漢建国
 3世紀　魏･呉･蜀の三国成立

   439 北魏，華北統一

   581 隋建国
   618 唐建国
   676 新羅，朝鮮半島統一
   755 安史の乱（～763）
   960 宋（北宋）建国

 1115 金建国
 1127 南宋建国
 1206 チンギス・ハン即位
　1271　元が成立

 1351 紅巾の乱（～66）
 1368 明建国
  14世紀後半　前期倭寇
 1392 朝鮮（李朝）成立

 1405 鄭和，南海遠征（～33）
 1449 モンゴル系遊牧民，

侵入

  16世紀なかごろ　後期倭寇

 
1557 ポルトガル人，マカ

オ居住権獲得

  1592  豊臣秀吉，朝鮮出兵（～98）

 1616　ヌルハチ，後金建国

 1636　後金，清と改称
 1644　李自成，北京攻略

 1673　三藩の乱（～ 81）
 1689　ネルチンスク条約

 1704　典礼問題おこる
 1717　地丁銀制実施
 1724　清，キリスト教の布

教禁止

縄文文化

弥生文化

   239 倭の女王卑弥呼，魏
に遣使

4世紀
前半 

大和政権により統一
進む

 552? 仏教伝来
   607 遣隋使（小野妹子）
   630 遣唐使始まる
   710 平城京遷都
   794 平安京遷都

 1086   院政開始
 1185 源頼朝，守護・地頭

設置
1274，81　モンゴル襲来

 1338 室町幕府成立
　　　南北朝の動乱

 1404 勘合貿易始まる

 1467 応仁の乱（～77）

 
1543 ポルトガル人，種子

島到達（鉄砲伝来）
 1549 ザビエル来航，キリ

スト教伝来

 1582 天正遣欧使節

 1600 関ヶ原の戦い

1603　江戸幕府成立
1613　慶長遣欧使節
1637　島原・天草一揆（～38）
1639　ポルトガル人の来航禁止

1669　松前藩，アイヌのシャ
クシャインの戦いを
平定

 1716　享保の改革
 1739　ロシア船，安房沖に

来航。幕府，沿岸警
備を強化

西アジアで農耕・牧畜開始

3000ごろ メソポタミア各地に
都市国家成立

3000ごろ エジプトに統一国家
成立

18世紀 ハンムラビ王，メソ
ポタミア統一

6世紀 アケメネス朝ペルシ
ア，オリエント統一

4ごろ イエス生まれる

   224 ササン朝ペルシア建
国

  622  ムハンマド，メッカ
からメディナに移住
（ヒジュラ）

　661　ウマイヤ朝成立
　750　アッバース朝成立

 1055　セルジューク朝，バグ
ダ－ド入城

 1250　マムルーク朝成立
 1299　オスマン朝成立

 
1389　オスマン朝，セルビ

ア軍をやぶる

 1402　ティムール，オスマン
朝をやぶる

 1488　バウトロメウ・ディ
アス，喜望峰に到達

 1501　サファヴィー朝成立
 1517　オスマン帝国，エジ

プト征服
 1529　オスマン帝国，ウィー

ン包囲（第１次）
 

1569　オスマン帝国，フラ
ンスにカピチュレー
ションを与える

1652　オランダ人，ケープ
植民地建設

1699　カルロヴィッツ条約

1744ごろ　ワッハーブ王国成立

222 世界史年表［先史時代～1750年］

［先史時代～1750 年］世界史年表
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アメリカ・オセアニア 西ヨーロッパ 東ヨーロッパ・ロシア 西アジア・アフリカ 南アジア・中央アジア 東南アジア 東アジア・北アジア 日本

2000ごろ アメリカ大陸で農耕
開始

ポリネシア人，ハワイに移住

9世紀  マオリ人，クック諸
島などからニュー
ジーランドへ渡来

15世紀　アステカ文明，イン
カ文明栄える

 1492　コロンブス，アメリ
カ大陸に到達

 1521   コルテス，メキシコ
征服

 1533  ピサロ，ペルー征服

 1607  ヴァージニア植民地
建設

 1626   オランダ人，ニューア
ムステルダム植民地
建設

1664　イギリス，ニューア
ムステルダム植民地
獲得（ニューヨーク
に改称）

 1732　13植民地成立

6世紀　ローマで共和政開始

　264  ポエニ戦争（～前146）
 

1世紀末　ローマ帝政開始
　　4世紀　キリスト教公認・国教化，ゲルマン人大移動開始
　　　　　　　395  ローマ帝国，東西に分裂
   476　西ローマ帝国滅亡 

　6世紀　東ローマ帝国（ビザンツ帝国）の領土最大になる

　800　カール大帝，ローマ
　　　皇帝の冠を授かる
9世紀　ノルマン人，移動開始
 
　　　　　　1054　東西キリスト教会，分裂 
1066　ノルマン朝成立（英）
1077　カノッサの屈辱
1096　第１回十字軍

1309　教皇のバビロン捕囚
　　　（～ 77）

1339　英仏百年戦争（～ 1453）

1455　ばら戦争（～ 85）
1479　スペイン王国成立

 1517　ルター，95か条の論
題を発表

 1519　マゼラン一行が世界
周航（～ 22）

 1524　ドイツ農民戦争（～ 25）
 1541　カルヴァンの宗教改革
 1545　トリエント公会議（～ 63）

 1555　アウクスブルクの宗
教和議

 1581　オランダ，独立宣言
 1600　イギリス東インド会

社設立

 1618　三十年戦争（～ 48）
 1642　ピューリタン革命
　　　（～ 49）

 1648　ウェストファリア条約

 1651　航海法
 1652　英蘭戦争（～ 74）
 1661　フランス，ルイ14世親

政開始
 1688　名誉革命（～ 89）

 1721　イギリス，責任内閣制
の始まり

8世紀　ギリシアでポリス成立

　　　　　　500　ペルシア戦争（～前449）
　　　　334　アレクサンドロス，東方遠征開始

9世紀　キエフ公国成立

13世紀　モンゴル軍，ヨーロッ
パに侵攻

  1453　オスマン帝国，コンス
タンティノープル占領，
ビザンツ帝国滅亡

15世紀　モスクワ大公国，モ
ンゴルから独立

  1533　イヴァン4世即位
　　　（ロシアの皇帝権力強化）

  1582　イェルマーク，シベリ
ア進出

  1613　ロシア，ロマノフ朝
成立

1689　ネルチンスク条約
  1700　北方戦争（～ 21）

  1703　ロシア，ペテルブルク
建設

2400ごろ インダス文明成立
1500ごろ　アーリヤ人，パン

ジャーブ地方に侵入

5世紀 仏教成立

317ごろ マウリヤ朝成立

1世紀ごろ クシャーナ朝成立

4世紀  グプタ朝成立

7世紀  ヴァルダナ朝成立

12世紀　ゴール朝成立

13世紀　デリー・スルタン朝
　　　始まる

 1370 ティムール朝成立

 1498 ヴァスコ・ダ・ガマ，
カリカットに到達

16世紀
はじめ　

シク教始まる

 1510 ポルトガル，ゴア占領
 1526 ムガル帝国成立

 1556 アクバル帝即位

1623ごろ タージ・マハル着工
1633　イギリス，ベンガル

地方に植民開始

1658　オランダ，スリランカ占領
　　　ムガル帝国，アウラ

ングゼーブ帝即位
 1674　インド，マラ―タ王国
　　　成立

 1710　シク教徒の反乱

1世紀 扶南建国
2世紀 チャンパー（林邑）建国

6世紀 真臘建国
7世紀  シュリーヴィジャヤが

繁栄
8世紀　シャイレンドラ朝成立

11世紀 パガン朝成立

1293 マジャパヒト王国成立

 1351  アユタヤ朝成立
14世紀末 マラッカ王国成立

  1511 ポルトガル，マラッカ
占領

 1521 マゼラン，フィリピン
に到達

 1571 スペイン，マニラ建設
 1595 オランダ人，ジャワ 

に到来

1619　オランダ，バタヴィア
建設

1623　アンボイナ事件

5000ごろ 黄河，長江流域で農
          耕開始

15世紀ごろ 殷成立
11世紀ごろ 周成立

   770 春秋時代（～前403）
   403 戦国時代（～前221）
   221 秦，中国を統一
3世紀末 匈奴，勢力拡大
   202 漢（前漢）建国

     25 後漢建国
 3世紀　魏･呉･蜀の三国成立

   439 北魏，華北統一

   581 隋建国
   618 唐建国
   676 新羅，朝鮮半島統一
   755 安史の乱（～763）
   960 宋（北宋）建国

 1115 金建国
 1127 南宋建国
 1206 チンギス・ハン即位
　1271　元が成立

 1351 紅巾の乱（～66）
 1368 明建国
  14世紀後半　前期倭寇
 1392 朝鮮（李朝）成立

 1405 鄭和，南海遠征（～33）
 1449 モンゴル系遊牧民，

侵入

  16世紀なかごろ　後期倭寇

 
1557 ポルトガル人，マカ

オ居住権獲得

  1592  豊臣秀吉，朝鮮出兵（～98）

 1616　ヌルハチ，後金建国

 1636　後金，清と改称
 1644　李自成，北京攻略

 1673　三藩の乱（～ 81）
 1689　ネルチンスク条約

 1704　典礼問題おこる
 1717　地丁銀制実施
 1724　清，キリスト教の布

教禁止

縄文文化

弥生文化

   239 倭の女王卑弥呼，魏
に遣使

4世紀
前半 

大和政権により統一
進む

 552? 仏教伝来
   607 遣隋使（小野妹子）
   630 遣唐使始まる
   710 平城京遷都
   794 平安京遷都

 1086   院政開始
 1185 源頼朝，守護・地頭

設置
1274，81　モンゴル襲来

 1338 室町幕府成立
　　　南北朝の動乱

 1404 勘合貿易始まる

 1467 応仁の乱（～77）

 
1543 ポルトガル人，種子

島到達（鉄砲伝来）
 1549 ザビエル来航，キリ

スト教伝来

 1582 天正遣欧使節

 1600 関ヶ原の戦い

1603　江戸幕府成立
1613　慶長遣欧使節
1637　島原・天草一揆（～38）
1639　ポルトガル人の来航禁止

1669　松前藩，アイヌのシャ
クシャインの戦いを
平定

 1716　享保の改革
 1739　ロシア船，安房沖に

来航。幕府，沿岸警
備を強化

西アジアで農耕・牧畜開始

3000ごろ メソポタミア各地に
都市国家成立

3000ごろ エジプトに統一国家
成立

18世紀 ハンムラビ王，メソ
ポタミア統一

6世紀 アケメネス朝ペルシ
ア，オリエント統一

4ごろ イエス生まれる

   224 ササン朝ペルシア建
国

  622  ムハンマド，メッカ
からメディナに移住
（ヒジュラ）

　661　ウマイヤ朝成立
　750　アッバース朝成立

 1055　セルジューク朝，バグ
ダ－ド入城

 1250　マムルーク朝成立
 1299　オスマン朝成立

 
1389　オスマン朝，セルビ

ア軍をやぶる

 1402　ティムール，オスマン
朝をやぶる

 1488　バウトロメウ・ディ
アス，喜望峰に到達

 1501　サファヴィー朝成立
 1517　オスマン帝国，エジ

プト征服
 1529　オスマン帝国，ウィー

ン包囲（第１次）
 

1569　オスマン帝国，フラ
ンスにカピチュレー
ションを与える

1652　オランダ人，ケープ
植民地建設

1699　カルロヴィッツ条約

1744ごろ　ワッハーブ王国成立

222 世界史年表［先史時代～1750年］

アメリカ・オセアニア 西ヨーロッパ 東ヨーロッパ・ロシア 西アジア・アフリカ 南アジア 東南アジア 東アジア・北アジア 日本

1930

1940

1950

1960

1930

1921 1921

1940

1950

1960

1970 1970

1980 1980

1990 1990

2000 2000

2010 2010

2020 2020

22 ムッソリーニのローマ進軍
23 ルール占領（～25）
25 ロカルノ条約

29 ラテラノ条約

32 オタワ会議
33 ドイツ，ヒトラーが首相
となる

36 スペイン内戦（～39）
38 ミュンヘン会談
　　　39  独ソ不可侵条約，第二次世界大戦（～ 45）
40  日独伊，三国軍事同盟

　　　　　　　　　41　独ソ戦開始
44 連合軍，ノルマンディー上陸作戦

58 EEC発足
60　EFTA発足

66 フランス，NATO軍から離脱
67 EC発足

　　　　　　73  東西ドイツ，国連加盟

90 ドイツ統一

93 マーストリヒト条約発効，
　　EU成立

99 EU，ユーロ導入

              13　EU拡大（加盟国28か国に）

16 イギリス，国民投票でEU
　離脱が賛成多数

20 イギリス，EU離脱

21 新経済政策（ネップ）
22 ソヴィエト社会主義共和
国連邦成立

24 レーニン死去

28 第１次５か年計画

34 ソ連，国際連盟加盟
35 コミンテルン第７回大会
（人民戦線戦術採用）

40 ソ連，バルト三国併合

41 日ソ中立条約

45 ソ連，対日参戦

47 コミンフォルム結成（～56）

49 コメコン成立（～ 91）

55 ワルシャワ条約機構（～91）
56 スターリン批判
 ポーランド，ハンガリー
で反ソ暴動

61 ベルリンの壁建設
 　　　　　　61  非同盟諸国首脳会議
62 中ソ対立表面化

68 「プラハの春」

79 ソ連，アフガニスタン侵攻
80 ポーランド，「連帯」成立

86 ソ連，チェルノブイリ事故
 ペレストロイカ始まる
89 東欧の体制転換

91 ワルシャワ条約機構解散
 ソ連解体
95 ボスニア紛争停戦

99 コソヴォ紛争停戦

08 ロシア，グルジアに侵攻

14 ロシア，クリミア半島（ウ
クライナ）の編入を宣言

30 ガンディー，「塩の行進」
　 を開始

34 ネルー，国民会議派の指
　 導者となる
35 新インド統治法公布

47 インド連邦，パキスタン
独立，第１次インド・パ
キスタン（印パ）戦争

54 インド・中国間で平和
五原則確認

　　　　　　　　61  非同盟諸国首脳会議
62 中国・インド国境紛争

65　第2次印パ戦争

71 バングラデシュ，独立
宣言

 第３次印パ戦争

90
ごろ 
インド，経済改革進む

98 インド，パキスタン両国
が核実験

　　　　04  スマトラ沖大地震（インド洋大津波）

30 ホー・チ・ミン，インドシ
　 ナ共産党結成

40 日本軍，仏領インドシナ
　 進駐

　　　　　　　　41  太平洋戦争（～45）

　　　　　　　　45  太平洋戦争終了
45 インドネシア，独立宣言
46 インドシナ戦争（～54）
　　フィリピン独立
48　ビルマ独立

54 SEATO発足
　　ジュネーヴ休戦協定
55 アジア・アフリカ会議
　　（バンドン会議）
60　ベトナム戦争（～ 75）

65 アメリカ，べトナムへの
軍事介入本格化

 インドネシア，九・三〇
事件

67　ASEAN発足

73 べトナム和平協定調印
75 べトナム戦争終わる
76 べトナム社会主義共和国
成立

78 べトナム軍，カンボジア
侵攻

　　　　　79  中国，べトナムに侵攻（中越戦争）

86　ベトナム，ドイモイ始まる
89　ベトナム軍，カンボジア
から撤兵

97　アジア通貨危機

02　東ティモール独立

16 ミャンマーで非軍事政権
　発足

21 中国共産党結成
24 第１次国共合作（～ 27）
25　五・三○事件
26 北伐開始（～28）
27 上海クーデタ
28  北伐終了

　　　　　　　　31  満洲事変
　　　　　　　　32  日本，満洲国を樹立
34 中国共産党，長征開始
36 西安事件
　　　　　　　　37  日中戦争始まる，南京虐殺事件
37 第２次国共合作

48 大韓民国，朝鮮民主主
義人民共和国成立

49 中華人民共和国成立
50 朝鮮戦争（～53）

53 中国，第１次５か年計画

58　第２次５か年計画（大躍
進運動）

　 人民公社の開始（～85）
60 中ソ論争

64 中国，原爆初実験
　　　　　　　　65  日韓基本条約調印
66 中国，文化大革命始まる
（～76）

71 中国，国連の代表権獲得
　　　　　　　72  日中共同声明，日中国交正常化

　　　　　　　　78  日中平和友好条約調印
78　中国，「四つの現代化」始
まる

88 ソウル・オリンピック
89 天安門事件

91　韓国，北朝鮮が国連に同
時加盟

97 香港，中国に返還
99　マカオ，中国に返還
00 朝鮮半島南北首脳会談

06 北朝鮮，核実験実施
08 北京オリンピック

18 朝鮮半島南北首脳会談
米朝首脳会談

25 治安維持法，普通選挙法

40　日独伊，三国軍事同盟

41 日ソ中立条約

45 広島，長崎が原爆投下さ
れる

　　連合国に降伏
46 日本国憲法公布

51 サンフランシスコ平和条約

56 日ソ共同宣言
 国際連合加盟

64 東京オリンピック

72 沖縄復帰

73 第１次石油危機

89 消費税実施

91 海上自衛隊，ペルシア湾
派遣

95 阪神・淡路大震災
 地下鉄サリン事件

03 自衛隊，イラク派遣
　　（～09）
09 民主党中心の政権発足
（～12）

11 東日本大震災，福島第
一原子力発電所事故

14 「集団的自衛権」の行使
容認を閣議決定

15 安全保障関連法成立

22 オスマン帝国滅亡
23 ローザンヌ条約調印
　　トルコ共和国成立
25 イラン，パフレヴィー朝
成立

32 サウジアラビア王国成立
 イラク王国独立

36 イギリス，スエズ運河地
帯をのぞく撤兵に同意

45 アラブ連盟結成

48 イスラエル成立
 第１次中東戦争（～49）

51 イラン，石油国有化
52 エジプト革命
56 第２次中東戦争（～57）
57 ガーナ独立
60 「アフリカの年」（17か国
独立），コンゴ動乱

62 アルジェリア独立
63 OAU結成
67 第３次中東戦争

73 第４次中東戦争

79 エジプト・イスラエル平
和条約調印

 イラン・イスラーム革命
80 イラン・イラク戦争（～88）

90 イラク，クウェートに侵攻

91 湾岸戦争
 南ア，アパルトヘイト体
制終結

93 イスラエル，PLO，相互
承認，暫定自治協定調印

01 アメリカなど，対アフガ
ニスタン軍事行動

02 AU成立
03 イラク戦争

11  エジプト，ムバラク政権
崩壊

　南スーダン独立

21 ワシントン会議（～22）
24 移民法（排日移民法）成
立

　　　　　　　 　　 28  不戦条約
29 世界恐慌

33 F・ローズヴェルト大統領
が就任，ニュー・ディール
政策

35 ワグナー法

　　　　　　　　　41　大西洋憲章
41 太平洋戦争（～45）

　　45 ヤルタ会談，ポツダム宣言，第二次世界大戦終了，国際連合成立
　　47 トルーマン・ドクトリン，マーシャル・プラン
48　OAS成立
　　　　　　　　　49  NATO結成 

51 ANZUS発足

　　　　　　　 54　ジュネーヴ会議
　　　　　　　 55　ジュネーヴ４巨頭会議
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64 公民権法成立

69 人類初の月面着陸成功
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70 チリ，アジェンデ社会
主義政権発足（～ 73）
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表
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が就任
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18 米朝首脳会談
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　冷戦終
しゅう

結
けつ

後の世界では，あらたな地域秩
ちつ

序
じょ

の模
も

索
さく

が進んだ。特定の経済地域を形
けい

成
せい

して経済成
長をはかろうとする動きだけではなく，紛争を予防し地域の安定を維持するために政治的協力を
強化する動きもおこっている。

地
域
統
合
の
模
索

ヨーロッパ統
とう

合
ごう 経済共同体として発展してきたECは，1986

年の単
たん

一
いつ

欧州議
ぎ

定
てい

書
しょ

の調印によって政治的統

合への一歩をふみだした。1992年には，通貨統合，共通の外交安

全保障政策，内政と司法での協力などを目標とするマーストリヒ

ト条約が締
てい

結
けつ

され，1993年にEU（ヨーロッパ連合）が発足した。

その後，北欧諸国や中東欧の旧
きゅう

社会主義諸国があらたに参加して

いる。経済面では，単一市場としてのEUは，アメリカ合衆国に匹
ひっ

敵
てき

する経済圏と考えられるようになった。1999年には共通通貨ユ

ーロが導入され，通貨の統合も進んだ。また，欧州市民権という

考え方が導入され，加盟国の国民に対して，EU域内における自由

な移動と一定の政治参加の権利が保障されるようになった。環境

政策，気候変動への対応といった課題についても共通の目標が定

められ，国際政治に影響を与えるようになった。

　こうして，多
た

様
よう

性のなかの統合という理念をかかげたこころみ

がつづいた。いっぽうで2000年代以降になると，統合のさらなる

進展をめざした欧州憲法条約の批
ひ

准
じゅん

がいきづまり，経済危機のな

かでユーロの存続が一時あやぶまれる事態もおきた。EU諸国は，

加盟国間の経済格
かく

差
さ

，各国内に居
きょ

住
じゅう

する移
い

民
みん

との文
2

化的摩
ま

擦
さつ

，中
ちゅう

東
とう

，アフリカなどからの難
なん

民
みん

の急増などの課題をかかえ，加盟国

の一部にEUからの離
り

脱
だつ

をめざす動きも生じている。
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マーストリヒト条約
欧州連合（EU）発足 

（EC12か国）
EEA（EUとEFTAの 共 同
市場）発足
EUに，オーストリア，フィン
ランド，スウェーデン加盟
共通通貨ユーロ導入
ユーロ通貨の一般使用開始
EUに，東欧諸国など10か
国が加盟
EUに，ブルガリア，ル ー
マニアが加盟
リスボン条約
EUに，クロアティアが加
盟（28か国）
英，国民投票でEU離脱が
賛成多数（20年離脱）
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ヨーロッパ連合
（EU）

ヨーロッパ連合
（EU）

アフリカ連合
（AU）

アフリカ連合
（AU）

東南アジア諸国連合
（ASEAN）

タイ，マレーシア，フィリピ
ン，インドネシア，シンガポ
ール，ブルネイ，ベトナム，
ラオス，ミャンマー，カンボ
ジア

アジア太平洋経済協力会議
（APEC）

日本，アメリカ，カナダ，オー
ストラリア，ニュージーランド，
韓国，シンガポール， マレーシ
ア，インドネシア，フィリピン，
タイ，ブルネイ，中国，台湾，
香港，メキシコ，チリ，パプア
ニューギニア， ロシア，ペルー，
ベトナム

ラテンアメリカ統合連合
（ALADI）

アルゼンチン，メキシコ， 
ブラジルなど13か国

北米自由貿易協定
（NAFTA）＊

アメリカ，カナダ, 
メキシコ

＊NAFTAにかわって
　2020年7月に米国・
　メキシコ・カナダ協定
　（USMCA）が発効した。

＊NAFTAにかわって
　2020年7月に米国・
　メキシコ・カナダ協定
　（USMCA）が発効した。

Q1世界の地域統合への動き

　世界の各地域における
地域統

とう

合
ごう

の方向について
考えてみよう。

EUの主要機関

　欧州理事会はブリュッセ
ル（ベルギー），欧州議会は
ストラスブール（フランス），
司法裁判所はルクセンブル
ク（ルクセンブルク）におか
れている。
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